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1．はじめに 

WWW や仮想空間が近年の研究により発達する
につれ，ショッピングモールや大学の案内として，

利用が始まっている．それらを利用する上で，人

間とコンピュータのインタラクションツールとし

て，擬人化エージェントが注目されている[1]．  
これまで人間とエージェントのインタラクショ

ンに関する研究においては，ジェスチャーや視線，

音声などが扱われてきた[2]．しかし，三次元仮想
空間で動作するエージェントは，MS エージェント
をはじめとする二次元空間で動作するエージェン

トを比較して背景に奥行きが生じるため，人間が

エージェントに対して感じる距離感，つまり認知

距離が重要となる．  
一般に人間同士の対人距離は，個人間の親密度

やその場の状況によって異なると言われており，

親密に話をする際でも 45cm程の距離をとるとされ
ている．すなわち，人には適当と感じられる距離

(固体距離)があり，この距離が侵害されると不快感
を覚えることが明らかになっている[3]．また，人
画像を初めとするメディアの内容は，画像を大き

くしたり近づけたりすることで，人間の固体距離

に入ることができるため[4]，利用者に不快感を与
える可能性がある．仮想空間においても，自律的

エージェントが利用者の固体距離に入る場合，利

用者は不快感を覚える可能性がある．そのため，

三次元仮想空間で活動する自律エージェントは利

用者の固体距離を侵害しないように振舞う必要が

ある．しかし，人間のエージェントに対する認知

距離は，大画面で見る場合と小さな画面で見る場

合のように利用状況によって異なる場合があるた

め，利用者の固体距離を侵害しないようにエージ

ェントが振舞うことは難しい．そこで，利用状況

に応じてエージェントが適切な認知距離を保つこ

とが可能となれば，利用者に不快感を与えずに行

動できる． 
本研究では，人間がエージェントと接する際に

不快感を覚える認知距離と快適と感じる認知距離

を明らかにする． 

 
 
 

 

図 1:左:仮想空間面積(小)とエージェント面積(小)       

右:仮想空間面積 (大)とエージェント面積 (大) 
 
 

2．対エージェント認知距離 
本研究において，ユーザのエージェントに対す

る距離感を対エージェント認知距離と呼ぶ．仮想

空間を利用する際，利用者自身を表すキャラクタ

を表示する場合があるが，より現実体験に近いシ

ステムとして今回は表示しないシステムに注目す

る．そのため，ユーザは仮想空間の内部に入り込

んだ視点(透視投影)となる． 
画像やメディアに対する距離感は，視野に占め

るそれらの面積の割合が強く関係しているといわ

れている[4]．人間が仮想空間を利用する場合，対
エージェント認知距離は以下の二つにより変化す

ると考えられる． 
1. 視野に対する仮想空間が占める面積割合(仮
想空間面積)の変化 

2. 視野に対するエージェントが占める面積割
合(エージェント面積)の変化 

従って，これらを図 1 のように変化させ，対エ
ージェント認知距離を測定する． 
 
 

3．測定方法 
3.1 Virtual Kobe Sanda Campus 
対エージェント認知距離を測定するにあたり， 
プラットフォームとして，仮想関西学院大学神戸

三田キャンパス案内システム(VKSC:Virtual Kobe 
Sanda Campus)を用いた．VKSC は VR 空間構築ツ
ール OmegaSpaceを用いて作成されており， 図 2の
ように，実物と同じ縮尺で関西学院大学神戸三田

キャンパスが再現されている．その中を擬人化エ

ージェント Suzieがユーザを案内する．エージェン
トの行動は外部プログラムと通信により制御する

ことが可能となっている． 
我々は VKSC を用いて，擬人化エージェント

Suzie が画面上で徐々に接近してくるシステムを開
発した．つまり，ユーザにとっては視野に対する

エージェントの占める面積が徐々に大きくなる． 
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図 2．VKSCスナップショット 
 

 

                        
図 3．仮想空間距離と実世界距離 

 
 

また，エージェントの動きはマウスで適時停止す

ることが可能で，その時のエージェント停止座標

は PC上に保存される． 
 

3.2測定手順 
対エージェント認知距離を測定する際，仮想空

間面積を変化させるためには，ユーザから表示機

器までの距離(図 3 の物理距離)を調整する．エージ
ェント面積を変化させるためには仮想空間内の視

点(カメラ)からエージェントまでの距離(仮想空間
距離)を変化させる．  
実験は最適条件と不適条件の 2 種類を行い，被
験者は VKSC を初めて利用する人物とする．また
エージェントは，図 1 の女性エージェントを利用
する． 
測定を行うにあたり，始めに物理距離を固定し

ておき，仮想空間距離を変化させる．最適条件で

は，被験者に対して会話に最適と感じるところま

でエージェントが接近した時，マウスをクリック

することでエージェントを停止するように要請す

る．不適条件では，被験者に会話をするのに不快

感を覚えるところまで接近したらエージェントを

停止するように要請する．被験者にはエージェン

トを静止した際に，エージェントまでどのぐらい

の距離があると思うかを回答してもらう． 同様の
実験を，物理距離を変えた上で行う． 
これにより，被験者のエージェントとの対話時

において，快適と感じる場合と不快感を覚える場

合それぞれについて，認知距離を測定することが

できる． 
 
 

4．まとめと今後の課題 
今回我々は会話における最適な対エージェント

認知距離を測定する方法について検討を行った．

今回の対エージェント認知距離測定は，ユーザ自

身が快適もしくは不快感を覚える距離でエージェ

ントを停止する手法であった．しかし，ユーザが

快適もしくは不快感を覚えている距離をより客観

的に測定するため，発汗をはじめとする生理指標

を用いる方法が考えられる． 
さらに，人間同士でインタラクションを行う際

に不快感を覚える距離は，親しさや好意などの社

会的関係によっても異なることが分かっている[3]．
そのため，ユーザに仕様経験がある場合，適切と

感じる認知距離が異なる可能性がある．そこで今

後，ユーザユーザに仕様経験がある場合の認知距

離も調査する必要がある． 
また，今回の実験はエージェントとの対話時を

想定しており，エージェントはユーザに対して正

面を向いて接している．しかし，エージェントが

仮想空間を案内する場面を想定した場合，背を向

けた状態でユーザに接する可能性がある． 従って，
エージェントとユーザの接する向きが異なる場合

の認知距離も測定する必要がある． 
最終的に，測定結果に基づいて，ユーザに不快

感を与えない距離感を保つエージェントの開発を

行う予定である． 
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